
 

 

音訳ボランティア養成研修の受講を希望される皆様へ 

社会福祉法人石川県視覚障害者協会 

養成研修担当係 

 

 令和７年度の音訳ボランティア養成研修は別紙要項のとおり行います。 

音訳ボランティアは、視覚障害者のためのボランティア活動で、視覚

障害者の読書環境改善の一端を担う活動です。受講者には、ある程度の

漢字力、適切な発声・発音等が求められます。また研修修了後、引き続

き活動していただく際に、月に数回来館していただくことになります。 

 研修開講前に、音訳ボランティア活動に係る説明および簡単なマイク

テストを行います。ご多忙とは存じますが、ご了承のうえ、下記の日時

にお集まりいただくようお願いいたします。 

記 

 日 時  令和７年７月２３日（水）午後１時３０分～午後３時３０分 

 内 容  ①音訳ボランティア活動についての説明 

      ②マイクテスト 
 

会 場  石川県視覚障害者情報文化センター ３階 交流室 

 

申込み   裏面の付記をお読みの上、７月１８日（金）までにお電

話でお申込みください。  

 

その他  当施設には専用の駐車場がありません。車での来館はご遠慮

ください。 

      



 

 

＜付記＞ 

この養成研修は、一般に言われる“朗読”と視覚障害者のための“音声

訳”との違いについて知り、理解していただくところから始まります。 

まず、今日の新聞を見てください。どの記事でも結構ですから声を出

して読んでみてください。読んでみると、時事用語、専門用語（ｺﾝﾋﾟｭｰ

ﾀｰ関係用語）など今まで気付かなかった“文字”や“記号”に気付かれ

ると思います。 

 この研修では、視覚障害者のための朗読として、“音声訳”という言

葉を使います。“音声訳”とは、活字資料（印刷物）を音に変換する

（声でプリントする）作業のことで、印刷された文字のほか、図、表な

どを必要に応じて音声変換します。聞き手を主体として読むという点に

おいて、いわゆる“朗読”とはここが大きく異なるところです。製作さ

れた録音図書・録音雑誌は全国ネットで日本中に貸し出されます。音訳

者 に は 標 準 語 で 読 む こ と が 求 め ら れ ま す 。 

 また、この研修では、読むことだけでなくパソコンを使っての録音技

術の習得も行います。実際の活動でも、音訳する際の録音操作は各自が

行います。 

 以上のことから、この研修では“ことばが明瞭で聞き取りやすい”読

みと録音技術、参考資料の活用等を習得されて、実際に活動していただ

くボランティアの養成を目的としています。研修終了後には、音訳ボラ

ンティアグループ「いしかわ音訳の会」に加わり、ボランティア活動を

していただくことになります。 

 従って、受講に際しては、自主的な参加姿勢、情報への幅広い関心と

ともに、これまでの知識の蓄積をフル活用されるつもりでご参加くださ

るようお願いいたします。 

 

 


